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水産動物臓器の有機燐酸化合物に関する研究 111

サケ肝臓中の酸可溶性核酸成分について

関 伸夫

Studies on the Organic Ph倒 phatesin Viscera ofAquatic Animals 111. 

Acid-日o1ublenucleotides in the liver of salmon 

Nobuo SEKI* 

Abstract 

As晶 pa凶 of色hebiochemical的udyofもhesalmon during色hesp札，wn泊g
migr前ion，もhe晶cid-solublenucleotide自阻d rel晶ぬd 自ubstancωof色he1iver of 
salmon (0抑制旬nch'伽 keta)c乱pturedju的 before島国vingat an estu晶ryfor sp島問ト

ing， h晶，vebeen separated by 晶nion-exchange chroma品ogr晶phy (Fig. 1). The 
follo討且g nucleotides in male and fem晶1e s畠lmonlivers were identified and 
esもim鈴ed;AMP， ADP， ATP， IMP， UMP， UDPH， UDPAH， UDPUA， GMP， 

GDP，CMP，XMP，NAD，NADP品ndADPR (T晶，ble).
These nucleo色idepatもern自晶resimilarもoeachoもherand色oもhoseobぬ，inedfrom 

o色herfish 1ivers. The amoun旬 of品deninenucleo七ide自 andUDP-sugars found 
in female salmon liver were higher池島nin ma.le， whileもhoseof pyridine nucleoもides
were somewha.t lower in female salmon 1iver. 

緒言

水産動物臓器，乙とに肝臓は物質代謝の上から極めて重要な器官である ζ とはいうまでもない。肝臓

中の酸可溶性核酸成分の分布もウリランヌクレオチドの含量が高く， 乙の ζ とを反映しているように

恩われる。また動物の種tとより ζれらの成分に質的，量的にかなりの差がある ζ とを認めており，比較

生化学の立場から興味深く，乙の点からも検討を行っている。乙乙ではサケ (Oncorhynchusketa)肝

臓中の酸可溶性核酸成分について報告する。サケ肝臓中のヌクレオチド類については Tsuyukiら1)が

Oncorhynchus tschawytschaの肝臓で， 定性的に分布をみているが，著者はさらに詳細な検討を行

うとともに，サケの産卵泊瀞時，特Ki朔河後の飢餓代謝における肝臓の生理作用研究の面から， とれ

らの成分の差異を知る ζ とは意義のあるととと考え， との点から，今回はまず湖河直前のサケ雌雄よ

り別々に採取した肝臓を用いて分析を行ったので， その結果を報告する。またサケ肝臓の自己消化に

おけるヌクレオチド成分の変化についても一知見を得たので併せて報告する。

実験方法および結果

試料は 1966年 10月28日，北海道上磯町近海で捕獲即殺したもので，朔河直前のものと考えられる

雌雄のサケ(試料 1:体重 3.50kg， 肝臓重量 47g， O， および試料 II:体重 4.05kg， 肝臓重量

場北海道大学水産学部生物化学講座
(Laboratory of Biochemistη， Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 
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115g，♀)および北洋 (167042'E，53018'N)で1966年5月27日に捕獲し同年8月 10日までー18
0

~-200 に凍結保管したサケを使用した。

魚体より肝臓を摘出，秤量後，肝臓重量の2倍量の冷 0.6N-HCI04で磨細抽出した。抽出液を遠心

分離し，得られた上澄液を活性炭処理後， アニオン交換クロマトグラフィーに供した。以上の実験方

法ならびに得られた各画分の再クロマトグラフィー， 同定の方法は前報の方法.2，のに準じて行った。

サケ肝臓(試料 IおよびII)の酸可溶性核酸成分のクロマトグラムを Fig.1 P::示し，得ちれた各

画分の分析結果を TableP::要約した。

Fig.1のAおよび 1のピークは，ヌクレオシド，ペースの画分である。両画分とも Dowex1x4塩

酸型カラムで再クロマトグラフイ{を行い， さらにペーパークロマトグラフィーにより分別精製を行

い，試料 l(o)から， Ad事， AdR. UrR， Hx， HxR， GuR， ni∞tinamideを，試料 II(♀)からは

AdR. UrR， Hx， HxR， nicotinamideを検出したが， これらの成分の他に微量の未同定成分がかな

り見出される。

Bおよび2の画分は主として， CDP誘導体 (CDP伊X)とXaより成るが，乙の両者は Dowex1x8 

義酸型カラムで 0.0005N義酸または 0.OO1N義酸を用いることにより分離溶出される。

ピ{ク 5は n-ブタノールー酢酸一水 (2/1/1)でぺ{パークロマトグラフイ{を行うと， Ad， AdR， 

AMPの他に RAdO.24のニンヒドリン陽性のスポットが得られるが，乙のものは紫外線吸収がなく，

リン酸， リボースの反応が陰性であったので検討しなかった。

ピーク Hおよひ・9の画分は，いずれもペーパークロ 7 トグラフィー〔溶媒.エタノールーM-酢酸ア

ンモニウム緩衝液， pH 7.5 (75: 30) ] fとより 4個のスポットが得られる。展開距離の大きい方から①

①③④とすると (Rf値は，それぞれ 0.74，0.33， 0.13， 0.05)，①の紫外線吸収スペクトルは λrnax

253mμ(pH2)，246mμ(pH 11)にあり， リン酸， リポースともに検出きれない不明のスポットである。

①は UDPAHである。①はアデノシンの紫外線吸収スペクトルを示すが，量的に少なく検討出来な

かった。@はキサントシンのスペクトルを示し，総リン酸， リボ{スが共にキサントシン 1モルに対

して各1モル存在すること，ならびに，カラムからの溶出位置のから考えて， XMPと同定した。

ピーク 11は，主成分は GMPであるが，少量の ADPRを含んでいる。

ピーク Mおよびピーク 13は UDP誘導体であり， ナフトレゾルシン反応5)で紫色を呈し，かっ

ペーバ{クロマトグラフィーで標準の UDP-グルクロン酸に一致する〔展開剤:エタノール-M-酢酸

アンモニウム緩衝液， pH 3.8および pH7.5 (75 : 30)，下降法8時間でそれぞれ 30mm，29mm移

動する〕。糖部分をさらに pH2， 800， 30分間ラクトン化するとグルクロン酸ラクトンの他にガラク

トウロン酸に相当するスポットが得られるので，恐らく乙のものは UDP-グルクロン酸と UDP-ガラ

クトウロン酸の混合物であると推定した。

ピ{ク N，Oおよびピーク 14は主成分は GDPであるが，少量の AdR系スペクトルを示す成分が

混在する。 ζのものについては未同定である。

次P::北洋で捕獲したサケ肝臓のクロマトグラフィーの典型的なパターンを Fig.2K示した。北洋産

サケは捕獲後，気温 100 に 16 時開放置後母船内で急速凍結し -180~-200 で 75 日間保管したもの

である。

ヌクレオシド・ベースの画分からは， Ur， UrR， Ad， AdR， Hx， HxR， nicotinamideが検出され，

他K微量の未同定成分がかなり存在する。

ピ{ク B(Fig. 2)は Adと GuRより成る。次の巨大なピーク(ピ{クc)は主として Xaであ

るが，微量の未同成分が含まれている。ピーク Dは NADである。

ピーク E，F， G はそれぞれ AMP，UMP， 1MPである。ピーク Hは溶出位置から UDPAHま

事 ヌクレオシド，ベースの略号は Ad(Adenine)， Ur (Uracil)， AdR (Adenosine)， UrR(Uridine) 

のごとく表わした。
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たは UDPHの画分であるが， 紫外線吸収スペクトルは .¥.max240mμ(pH 2)を示し， ウリヲン系

のスペクトルとは異なり， ζのものの本体は不明である。

ピーク 1，ピーク Jはいずれも単一の成分ではないが，主成分はそれぞれ GMP，ADPRと推定さ

れる。ピーク Kは ADP，ピーク Lは GDPと同定した。

考察

サケ肝臓中のヌクレオチドパターンは今までに分析を行ってきたコイ吹 ニツマスの肝臓中のパタ

ーンと定性的に類似しており， との点からは雌雄K差は認められなかった。またサケ肝臓について

Tsuyuki G 1)，および Forrest and H叩 d が報告している結果とも， ヌクレオチド成分は定性的に

似た結果を得たが，新たに， CMP， XMPを検出した。

UDP-糖誘導体である UDPAH，UDPH については Tsuyukiらは UDPAGとUDPGalのみを

認めているが， われわれの実験では， サケ，ニヲマス，コイのいずれからも UDPAG，UDPAGal， 

UDPG， UDPGalを検出しており， Forrest and Hansenが指摘している Cとく，魚類の肝臓では晴

乳動物と同様に，乙れらの化合物は普通に見出されるものと恩われる。

ヌクレオシド・ベースについては，サケ肝臓については報告がないが， コイ，ニヲマスの場合と全

く同様のパターンを示し， AdR， Hx， HxR， Xa，は常に見出される。

ヌクレオチド含量は，コイ，ニヲマスK較べると，かなり少量であるが，今回の試料が，平常状態

でのサケ肝臓の分析でない点を考えると，直接比較は出来ない。雌雄の聞では，かなりの差が認めら

れた。雄の方がヌクレオチド含量は少なく，アデニンヌクレオチド，ウリジンヌクレオチドとも雌の

1/2程度であるが，ピりツンヌクレオチドはむしろ雄の方が多い。特に雄では ADP含量の差に比し

て AMPが少佐し また，糖代謝と関連の深い UDP-糖化合物も AMPと同様に低い乙とから，雄

の方が物質代謝機能の低下を表わしているようにも考えられるが，捕獲時の条件や個体差などの点を

考慮すれば即断は出来ない。本実験に使用したサケ雌雄の肝臓重量には大きな差があり，体重K対す

る肝臓重量の比は雌 2.896，雄1.396であった。乙の値は五十嵐・座閉めの報告している河口で捕獲

されたサケ雌雄の値と同じ傾向にあるが，産卵場ではこの値は雌雄で逆になる点を考え合すと，湖河

時の代謝におけるヌクレオチド関連化合物の差異は興味深い。

北洋産サケ肝臓の分析結果 (Fig.2)は試料I， IIあるいはコイなどとは全く異なるバターンを示し
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ている。 これは捕獲してから凍結保管するまで，あるいは保管中に自己消化を受けたためと考えられ

るが，乙の処理条件下では筋肉においては多量の IMPが蓄積されるが肝臓では， IMPの蓄積は見ら

れず Xaが多量に検出された。乙のことから肝臓でのヌクレオチド類の分解は，関連酵素系あるいは

酵素活性の面で，筋肉とはかなり異なる乙とは明白で， ζの点にも肝臓機能の特異性が表われている

ように恩われる。

裏約

産卵糊河直前の雌雄のサケについて，肝臓中の酸可溶性核酸成分を分析し， アデニンヌクレオチド， ( 

ウリヲンヌクレオチドともに雌の方に多いが， ピリランヌクレオチドはむしろ雄に多い結果を得た。

サケ肝臓中の乙れらの成分は既報の無脊椎動物のアワピよりはコイ IL類似のパタ{ンを示す。

肝臓中のヌクレオチド成分の死後変化は筋肉とはかなり異なる。

本研究の遂行にあたり，終始御懇切な御指導を賜わった斎藤恒行教授に深厚なる謝意を表します。
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